
 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症にやさしい異業種連携共同宣言 

 

多様な認知症の方々の声を聴きます 

 

１．認知症を知ることからはじめます 

２．認知症の方一人ひとりの想いの実現に向けて行動します 

３．医療・介護のよりよい利用を支えます 

４．認知症になっても社会の担い手として活躍することを応援します 

５．認知症になっても楽しめるエンターテインメントを届けます 

６．若年性認知症の方への新たなサービスを創出します 

７．認知症の方を支える人たちを応援します 

８．様々なツールを活用し、役立つ情報を届けます 

９．認知機能の低下に備える社会づくりに貢献します 

10. 業種を超えて連携します 

 

上記の共同宣言に賛同します。 

 

 令和６年９月２８日 

 

 （企業名） ○○株式会社 

 

 （担当者） 所属：○○部■■課 

        氏名：○○ ○○ 

        連絡先： 

(メールアドレス) ○○＠○○○○ 

         (電話番号) ０７５－○○○－○○○○ 
 

記載例 



 

（別紙：募集対象要件の確認） 

基準事項  

（１） 

共同宣言の趣旨に賛同し、

宣言の実践に取り組んで

いる（取り組む予定であ

る）こと 

（共同宣言に基づく取組内容） 

 該当する宣言番号：8.様々なツールを活用し、 

役立つ情報を届けます 

取組（予定）内容 

働く意欲がある若年性認知症の当事者に対し、

若年性認知症支援コーディネーターと協働して、

本人の能力・特性を生かした活動によって対価を

得る社会参加の場を創出し、その活動を支援す

る。 

（２） 
京都府が事業領域として

含まれていること 

 

（府内の対象領域） 
【例：府内全域、京都市○○区、△△市 等】 

 
府内全域 

（３） 

主たる事業内容に政治的、

宗教的な要素が含まれて

いないこと 

【当てはまる場合（ ）に○を記入】 

政治的、宗教的な要素は含まれない。 

（     ○     ） 

（４） 

事業内容が社会秩序や公

序良俗に反するものでな

いこと 

【当てはまる場合（ ）に○を記入】 

社会秩序や公序良俗に反する事業内容 

ではない。 

（     ○     ） 

 

 


